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2025年（令和7年）
月

300㎖以下の清酒を中心に、
「低アル」「甘め」といった
切り口で紹介した。販売金額
のアップには「もう１本、も
う１杯」の需要獲得がいる。
提案に一層磨きをかけたい。

　高齢化による酒量減少や色
々なお酒を楽しみたいという
ニーズを受け、流通業者が小
容量品に関心を寄せている。
写真は国分グループの５社が
先に開いた展示会の一コマ。

■
主
な
記
事
■

下期の焦点は――10・11月にも値上げ
強い節約志向、消費喚起は「程よい量」を求めている
清酒蔵の米調達に
地方自治体が助成3
夏にワイン
どう売るか

7 1
特
集

２・３
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ち
込
み
が
大
き
い
。

　下
期
は
、
猛
暑
が
見
込
ま

れ
る
夏
場
に
「
ハ
イ
ボ
ー
ル

需
要
を
喚
起
」
と
、
社
に
よ

っ
て
は
積
極
的
な
販
促
活
動

が
み
ら
れ
そ
う
だ
。

　ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
11
月
１

日
か
ら〈
ブ
ラ
ッ
ク
ニ
ッ
カ
〉

３
種
を
値
上
げ
。「
追
随
が

あ
る
な
ら
12
月
実
施
は
考
え

に
く
い
。
11
月
か
ら
の
値
上

げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
声
が
あ
る
。

　ハ
イ
ボ
ー
ル
缶
は
「
ウ
イ

ス
キ
ー
と
の
接
点
と
し
て
、

堅
調
に
推
移
し
そ
う
」
の
見

方
。
瓶
と
比
べ
て
、
低
単
価

は
大
き
な
利
点
だ
。

流
入
が
ど
の
程
度
の
規
模
に

な
る
か
。「
価
格
優
位
性
は

維
持
さ
れ
た
ま
ま
。
流
入
傾

向
は
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
」

の
見
方
が
多
い
。
主
要
社
は

既
存
銘
柄
強
化
と
新
商
品
投

入
が
控
え
る
。

　■
Ｒ
Ｔ
Ｄ

　上
半
期
は
前

年
比
２
～
３
％
増
。
４
月
に

ビ
ー
ル
４
社
が
値
上
げ
し
た

が
「
仮
需
反
動
は
５
月
で
消

化
し
た
」（
メ
ー
カ
ー
筋
）。

３
月
ま
で
の
「
貯
金
」（
主

要
６
社
計
で
10
・
８
％
増
）

と
「
無
糖
」
を
中
心
と
し
た

主
軸
銘
柄
の
底
堅
さ
、
新
商

品
の
上
乗
せ
が
寄
与
し
た
。

　下
期
。
他
酒
類
、
特
に
ビ

ー
ル
系
新
分
野
か
ら
の
需
要

　高
騰
が
必
至
の
今
年
産
の
清
酒
用
原
料
米
。
各
県
酒
造
組
合
（
連
合
会
）
か
ら
の
支

援
の
要
望
を
受
け
て
複
数
の
地
方
自
治
体
が
米
の
購
入
に
補
助
金
を
予
算
措
置
し
て
い

る
＝
左
表
。
前
年
か
ら
の
「
価
格
上
昇
分
の
半
分
を
助
成
」
す
る
県
が
中
心
だ
。

　●
対
象
「
好
適
米
だ
け
」

「
加
工
用
米
含
む
」

　助
成
の

比
較
対
象
は
「
令
和
５
年
産

と
６
年
産
」「
６
年
産
と
７

年
産
」、
適
用
対
象
は
「
酒

造
好
適
米
だ
け
」「
加
工
用

米
も
含
む
」
な
ど
に
分
か
れ

て
い
る
。
昨
年
末
に
は
国
税

庁
酒
税
課
が
、
６
年
度
補
正

予
算
で
措
置
さ
れ
た
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
使
う

事
業
計
画
に
蔵
元
へ
の
支
援

策
を
検
討
す
る
よ
う
各
自
治

体
に
要
請
し
て
い
た
。
今
年

に
入
っ
て
も
、
日
本
酒
造
組

合
中
央
会
は
農
水
省
に
、
各

県
酒
造
組
合
（
連
合
会
）
は

地
元
自
治
体
に
、
蔵
元
へ
の

支
援
を
再
三
要
望
し
て
い

た
。
県
に
よ
っ
て
は
酒
米
購

入
費
用
で
は
な
く
、
販
売
促

進
費
や
、
酒
米
栽
培
農
家
に

助
成
す
る
例
も
あ
る
。

　●
迫
ら
れ
る
商
品
政
策
変

更

　今
年
産
原
料
米
は
、
昨

年
来
の
主
食
用
米
（
飯
米
）

の
高
騰
を
受
け
て
、
農
家
が

酒
造
好
適
米
よ
り
も
手
取
り

が
多
く
な
っ
た
飯
米
へ
の
作

付
転
換
を
急
速
に
進
め
た
た

め
、
一
部
で
「
昨
年
よ
り
５

割
高
」「
６
割
高
」「
２
倍
」

（
各
県
の
清
酒
蔵
元
）
の
事

前
提
示
が
あ
る
ほ
ど
、
か
つ

て
な
い
高
騰
が
必
至
。「
飯

米
の
価
格
が
好
適
米
を
上
回

る
事
態
は
考

え
ら
れ
な
い

こ
と
」。
地

方
酒
蔵
元

は
「
契
約
栽

培
農
家
か
ら

『
今
年
は
酒

米
を
作
る
が

来
年
は
や
め

る
』
と
言
わ

れ
た
」「
自

県
産
米
１
０

０
％
を
謳
っ

て
い
た
が
商

品
政
策
を
変

え
ざ
る
を
得

な
い
」
窮
地

に
あ
る
。
対

策
と
し
て
「
精
米
歩
合
を
下

げ
る
（
削
る
量
を
減
ら
す
）」

「
飯
米
を
使
っ
た
商
品
の
製

造
量
を
減
ら
す
」
と
い
っ
た

策
が
挙
が
る
が
、ど
れ
も「
焼

け
石
に
水
」
だ
。

　昨
年
は
前
年
比
１
割
前
後

高
の
価
格
で
決
着
し
た
加
工

用
米
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

「
令
和
の
米
騒
動
」
前
か
ら
、

酒
造
用
に
売
る
よ
り
も
補
助

金
が
多
い
飼
料
用
に
回
す
懸

念
が
ず
っ
と
あ
る
。

　さ
き
の
通
常
総
会
で
大
倉

治
彦
・
日
本
酒
造
組
合
中
央

会
会
長
は
「
好
適
米
と
加
工

用
米
の
継
続
的
な
取
引
関
係

を
通
じ
て
農
家
の
経
営
安
定

に
貢
献
し
て
き
た
」
と
し
た

う
え
で
、
転
作
に
よ
っ
て
蔵

元
に
「
國
酒
を
造
れ
な
く
な

る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
言
及
し
た
。
高
騰
は
織
り

込
み
済
み
で
も
、
必
要
最
低

限
の
数
量
確
保
す
ら
心
配
さ

れ
て
い
る
。
地
元
Ｊ
Ａ
と
の

価
格
・
供
給
数
量
の
交
渉
は

こ
れ
か
ら
最
終
局
面
。
決
着

の
大
勢
は
７
月
、
一
部
地
域

は
８
月
入
り
し
そ
う
だ
。

新
分
野
か
ら

流
入
続
く
か

「
価
格
上
昇
分
の
半
分
」大
勢

地
方
自
治
体

清
酒
蔵
の
米
調
達
助
成

価
格
と
供
給
量

決
着
今
月
大
勢

県別の酒米購入費助成事業【現在までに決定したもの】

秋田 令和6年度産の県産酒米（好適米と加工用米）について、5年
度価格からの上昇分の半額を補助。予算額は約1億305万円

山形
6年度産の県産酒米4種（雪女神、出羽の里、出羽燦々、美山
錦）について、5年度価格からの上昇分の半額（美山錦は１俵
1,000円、その他3種は900円）を補助。予算額は約4,010万円

愛媛 6年度産の酒米（産地を問わない。好適米、加工用米など）の
購入費のうち、10％を補助。予算額は約2,362万円

高知
7年度産の県産酒米について、6年度価格からの上昇分の一部
を補助。好適米は1俵当たり4,000円、加工用米は2,000円を上限。
ただし、ともに1,000円まで蔵元負担。予算額は約3,810万円

福岡
清酒・焼酎蔵元に、7年度産の県産酒米（加工用米、好適米
など）購入について、48円／kg（主食用米価格との差額96円
／㎏の半額、1俵2,880円）前後を補助。予算額は約9,328万円

佐賀
6年度産の県産酒米（好適米、加工用米など）について、近年
平均価格と比較した上昇分の2分の1（72円／㎏、1俵4,320円）
を補助。予算額は約3,000万円

■7年6月補正予算案で審議中の助成事業

長野
7年度産の県産奨励品種（美山錦、山恵錦、ひとごこち、金紋
錦）4種について、6年度価格からの上昇分の半額以内を補
助。予算額約9,438万円

石川 6年度産の県産酒米（好適米のみ）について、5年度価格から
の上昇分の半額を補助。予算額約5,600万円

福井 7年度産の酒米（好適米、加工用米）について、6年度価格から
の上昇分の一部（半額以内）を補助。予算額約１億5,086万円
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調
の
要
因
を
分
析
す
る
こ
と

か
ら
始
め
、
そ
の
後
、
需
要

活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
販
促
策
が
効
果
的
か
を
考

え
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

ス
キ
ー
と
の
接
点
と
し
て
、

堅
調
に
推
移
し
そ
う
」
の
見

方
。
瓶
と
比
べ
て
、
低
単
価

は
大
き
な
利
点
だ
。

　■
ビ
ー
ル
類

　４
月

１
日
の
値
上
げ
が
市
場

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
。
６
月
は
、

仮
需
分
の
消
化
が
５
月

で
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、

値
上
げ
後
の
「
実
勢
」

が
み
え
て
く
る
と
い
わ

れ
た
が
、
最
終
的
に
は

大
方
の
見
込
み
を
下
回

る
前
年
比
５
％
前
後
の
マ
イ

ナ
ス
と
み
ら
れ
る
。
昨
年
の

６
月
は
最
近
10
年
間
の
６
月

の
出
荷
と
し
て
は
最
も
低
い

実
績
。「
そ
れ
を
下
回
る
と

い
う
こ
と
は
、か
な
り
悪
い
」

節
約
意
識
の
高
ま
り
の
影
響

の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
要
因

が
定
量
的
に

ど
の
程
度
影

響
し
て
い
る

か
の
分
析
は

こ
れ
か
ら

だ
。　下

期
は
、

ま
ず
は
実
態

の
把
握
と
低

（
メ
ー
カ
ー
筋
）。
１
～
６
月

累
計
の
出
荷
は
４
％
弱
の
減

少
と
み
ら
れ
る
。

　低
調
要
因
に
は
①
値
上
げ

に
よ
る
買
い
控
え
や
他
酒
類

へ
の
消
費
流
出
②
消
費
者
の

　米
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
必
需
品
の
物
価
上
昇
で
消
費
者
の
節
約
志
向
は
強
ま
る
ば

か
り
。
諸
コ
ス
ト
上
昇
で
ビ
ー
ル
４
社
は
４
月
に
値
上
げ
し
、
清
酒
と
一
部
ウ
イ
ス
キ

ー
は
秋
の
値
上
げ
を
発
表
。
主
要
酒
類
の
上
期
を
総
括
、
下
期
の
焦
点
を
解
説
す
る
。

　■
本
格
焼
酎

　上
期
は
前

年
比
３
～
４
％
減
だ
っ
た
。

果
実
様
の
「
香
り
系
」
商
品

は
、
新
商
品
や
品
目
拡
充
が

み
ら
れ
た
が
全
体
を
押
し
上

げ
る
に
は
至
ら
ず
。「
既
存

品
と
の
入
れ
替
え
に
し
か
な

っ
て
い
な
い
」（
発
売
社
）

　下
期
は
、
三
和
酒
類
が
６

月
17
日
発
売
し
た
ア
ル
分
43

度
の
〈
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
彩

天
〉
が
ま
ず
注
目
。
カ
ク
テ

ル
を
扱
う
バ
ー
業
態
に
ど
こ

ま
で
広
が
る
か
。
有
力
社
が

投
入
す
る
「
缶
入
り
」
商
品

も
注
目
さ
れ
る
。
秋
の
値
上

げ
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
。

強い節約志向、消費喚起いかに

　■
ワ
イ
ン

　７
月
か
ら
ボ

ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
受

注
が
順
次
始
ま
る
。
最
大
手

サ
ン
ト
リ
ー
の
数
量
計
画
は

前
年
並
み
。
ス
ー
パ
ー
や
Ｃ

Ｖ
Ｓ
の
「
意
欲
」
が
注
目
。

　輸
入
業
者
の
最
大
の
懸
念

は
、
10
月
１
日
以
降
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
に
対
す
る

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
マ
ー
ク
」
貼

付
の
義
務
化
。
小
規
模
な
銘

柄
は
「
コ
ス
ト
負
担
が
大
き

く
認
証
を
取
得
で
き
な
い

（
し
な
い
）」と
の
声
が
あ
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
提
案
書
か
ら
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
」
表
示

を
削
除
す
る
社
も
少
な
く
な

さ
そ
う
だ
。
小
売
の
売
場
は

や
や
混
乱
す
る
か
。

　■
清
酒

　灘
・
伏
見
・
伊

丹
の
大
手
各
社
が
、
宝
酒
造

を
除
い
て
10
月
１
日
か
ら
の

値
上
げ
を
発
表
し
た
（
６
月

末
時
点
）。
関
係
記
事
４
面

　値
上
げ
後
の
「
低
濃
度
２

ℓ
パ
ッ
ク
」
の
量
販
店
の
売

価
が「
４
ケ
タ
」（
１
千
円
台
）

に
乗
る
売
場
が
ど
れ
ほ
ど
出

る
か
。複
数
社
の
幹
部
は「
４

ケ
タ
売
価
は
、
い
つ
か
は
こ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
。

そ
の
覚
悟
を
持
っ
て
値
上
げ

し
た
」
と
す
る
。
量
販
店
の

バ
イ
ヤ
ー
が
「
売
れ
な
く
な

る
と
考
え
、
４
ケ
タ
に
乗
る

こ
と
を
た
め
ら
う
」
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
３
ケ
タ
売

価
を
維
持
す
る
た
め
に
条
件

を
出
し
て
い
た
の
で
は
「
な

ん
の
た
め
の
値
上
げ
か
意
味

が
な
く
な
る
」。

　地
方
酒
は
、
ま
も
な
く
決

着
す
る
酒
米
価
格
と
、
数
量

確
保
が
最
大
の
悩
み
（
３
面

参
照
）。
値
上
げ
は
８
月
、

さ
ら
に
10
月
、
11
月
に
も
複

数
社
か
ら
あ
り
そ
う
。

　実
需
は
「
酒
ハ
イ
」
が
着

実
に
拡
大
し
た
。
賛
同
企
業

全
体
で
導
入
料
飲
店
数
は
７

千
に
迫
っ
て
い
る
。
月
桂
冠

の
ア
ル
分
５
度
〈
ア
ル
ゴ
〉

は
発
売
１
カ
年
の
目
標
５
億

円
の
達
成
が
確
実
だ
。
こ
れ

ら
新
規
需
要
の
「
芽
」
を
さ

ら
に
広
げ
ら
れ
る
か
。

　■
ウ
イ
ス
キ
ー

　上
期
は

数
量
で
前
年
比
３
％
減
程
度

で
、
金
額
は
値
上
げ
が
寄
与

し
て
約
１
％
増
。
国
産
は
数

量
で
２
～
３
％
減
。
昨
年
ま

で
は
大
型
銘
柄
の
値
上
げ
が

あ
っ
て
も
堅
調
だ
っ
た
が
、

今
年
は
「
米
を
は
じ
め
生
活

必
需
品
へ
の
支
出
が
優
先
さ

れ
た
た
め
か
、
さ
す
が
に
需

要
は
減
退
」「
他
酒
類
か
ら

の
流
入
が
弱
ま
っ
た
」（
メ

ー
カ
ー
筋
）
の
声
が
あ
る
。

　輸
入
の
数
量
は
５
～
６
％

減
。
数
年
来
の
相
次
ぐ
値
上

げ
や
、
国
産
よ
り
高
単
価
の

銘
柄
が
多
く
、
国
産
よ
り
落

120

実
需
低
調
い
つ
脱
す
る
か

有
力
社
か
ら

「
缶
」が
登
場

「
有
機
」表
示

巡
り
混
乱
も

２
ℓ
売
価「
４
ケ
タ
」に
？

11
月
値
上
げ
追
随
あ
る
か

値上げ後の動きは低調

下期の焦点は――10・11月にも値上げ
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ち
込
み
が
大
き
い
。

　下
期
は
、
猛
暑
が
見
込
ま

れ
る
夏
場
に
「
ハ
イ
ボ
ー
ル

需
要
を
喚
起
」
と
、
社
に
よ

っ
て
は
積
極
的
な
販
促
活
動

が
み
ら
れ
そ
う
だ
。

　ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
11
月
１

日
か
ら〈
ブ
ラ
ッ
ク
ニ
ッ
カ
〉

３
種
を
値
上
げ
。「
追
随
が

あ
る
な
ら
12
月
実
施
は
考
え

に
く
い
。
11
月
か
ら
の
値
上

げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
声
が
あ
る
。

　ハ
イ
ボ
ー
ル
缶
は
「
ウ
イ

ス
キ
ー
と
の
接
点
と
し
て
、

堅
調
に
推
移
し
そ
う
」
の
見

方
。
瓶
と
比
べ
て
、
低
単
価

は
大
き
な
利
点
だ
。

流
入
が
ど
の
程
度
の
規
模
に

な
る
か
。「
価
格
優
位
性
は

維
持
さ
れ
た
ま
ま
。
流
入
傾

向
は
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
」

の
見
方
が
多
い
。
主
要
社
は

既
存
銘
柄
強
化
と
新
商
品
投

入
が
控
え
る
。

　■
Ｒ
Ｔ
Ｄ

　上
半
期
は
前

年
比
２
～
３
％
増
。
４
月
に

ビ
ー
ル
４
社
が
値
上
げ
し
た

が
「
仮
需
反
動
は
５
月
で
消

化
し
た
」（
メ
ー
カ
ー
筋
）。

３
月
ま
で
の
「
貯
金
」（
主

要
６
社
計
で
10
・
８
％
増
）

と
「
無
糖
」
を
中
心
と
し
た

主
軸
銘
柄
の
底
堅
さ
、
新
商

品
の
上
乗
せ
が
寄
与
し
た
。

　下
期
。
他
酒
類
、
特
に
ビ

ー
ル
系
新
分
野
か
ら
の
需
要

　高
騰
が
必
至
の
今
年
産
の
清
酒
用
原
料
米
。
各
県
酒
造
組
合
（
連
合
会
）
か
ら
の
支

援
の
要
望
を
受
け
て
複
数
の
地
方
自
治
体
が
米
の
購
入
に
補
助
金
を
予
算
措
置
し
て
い

る
＝
左
表
。
前
年
か
ら
の
「
価
格
上
昇
分
の
半
分
を
助
成
」
す
る
県
が
中
心
だ
。

　●
対
象
「
好
適
米
だ
け
」

「
加
工
用
米
含
む
」
　助
成
の

比
較
対
象
は
「
令
和
５
年
産

と
６
年
産
」「
６
年
産
と
７

年
産
」、
適
用
対
象
は
「
酒

造
好
適
米
だ
け
」「
加
工
用

米
も
含
む
」
な
ど
に
分
か
れ

て
い
る
。
昨
年
末
に
は
国
税

庁
酒
税
課
が
、
６
年
度
補
正

予
算
で
措
置
さ
れ
た
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
使
う

事
業
計
画
に
蔵
元
へ
の
支
援

策
を
検
討
す
る
よ
う
各
自
治

体
に
要
請
し
て
い
た
。
今
年

に
入
っ
て
も
、
日
本
酒
造
組

合
中
央
会
は
農
水
省
に
、
各

県
酒
造
組
合
（
連
合
会
）
は

地
元
自
治
体
に
、
蔵
元
へ
の

支
援
を
再
三
要
望
し
て
い

た
。
県
に
よ
っ
て
は
酒
米
購

入
費
用
で
は
な
く
、
販
売
促

進
費
や
、
酒
米
栽
培
農
家
に

助
成
す
る
例
も
あ
る
。

　●
迫
ら
れ
る
商
品
政
策
変

更

　今
年
産
原
料
米
は
、
昨

年
来
の
主
食
用
米
（
飯
米
）

の
高
騰
を
受
け
て
、
農
家
が

酒
造
好
適
米
よ
り
も
手
取
り

が
多
く
な
っ
た
飯
米
へ
の
作

付
転
換
を
急
速
に
進
め
た
た

め
、
一
部
で
「
昨
年
よ
り
５

割
高
」「
６
割
高
」「
２
倍
」

（
各
県
の
清
酒
蔵
元
）
の
事

前
提
示
が
あ
る
ほ
ど
、
か
つ

て
な
い
高
騰
が
必
至
。「
飯

米
の
価
格
が
好
適
米
を
上
回

る
事
態
は
考

え
ら
れ
な
い

こ
と
」。
地

方
酒
蔵
元

は
「
契
約
栽

培
農
家
か
ら

『
今
年
は
酒

米
を
作
る
が

来
年
は
や
め

る
』
と
言
わ

れ
た
」「
自

県
産
米
１
０

０
％
を
謳
っ

て
い
た
が
商

品
政
策
を
変

え
ざ
る
を
得

な
い
」
窮
地

に
あ
る
。
対

策
と
し
て
「
精
米
歩
合
を
下

げ
る
（
削
る
量
を
減
ら
す
）」

「
飯
米
を
使
っ
た
商
品
の
製

造
量
を
減
ら
す
」
と
い
っ
た

策
が
挙
が
る
が
、ど
れ
も「
焼

け
石
に
水
」
だ
。

　昨
年
は
前
年
比
１
割
前
後

高
の
価
格
で
決
着
し
た
加
工

用
米
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

「
令
和
の
米
騒
動
」
前
か
ら
、

酒
造
用
に
売
る
よ
り
も
補
助

金
が
多
い
飼
料
用
に
回
す
懸

念
が
ず
っ
と
あ
る
。

　さ
き
の
通
常
総
会
で
大
倉

治
彦
・
日
本
酒
造
組
合
中
央

会
会
長
は
「
好
適
米
と
加
工

用
米
の
継
続
的
な
取
引
関
係

を
通
じ
て
農
家
の
経
営
安
定

に
貢
献
し
て
き
た
」
と
し
た

う
え
で
、
転
作
に
よ
っ
て
蔵

元
に
「
國
酒
を
造
れ
な
く
な

る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
言
及
し
た
。
高
騰
は
織
り

込
み
済
み
で
も
、
必
要
最
低

限
の
数
量
確
保
す
ら
心
配
さ

れ
て
い
る
。
地
元
Ｊ
Ａ
と
の

価
格
・
供
給
数
量
の
交
渉
は

こ
れ
か
ら
最
終
局
面
。
決
着

の
大
勢
は
７
月
、
一
部
地
域

は
８
月
入
り
し
そ
う
だ
。

新
分
野
か
ら

流
入
続
く
か

「
価
格
上
昇
分
の
半
分
」大
勢

地
方
自
治
体

清
酒
蔵
の
米
調
達
助
成

価
格
と
供
給
量

決
着
今
月
大
勢

県別の酒米購入費助成事業【現在までに決定したもの】

秋田 令和6年度産の県産酒米（好適米と加工用米）について、5年
度価格からの上昇分の半額を補助。予算額は約1億305万円

山形
6年度産の県産酒米4種（雪女神、出羽の里、出羽燦々、美山
錦）について、5年度価格からの上昇分の半額（美山錦は１俵
1,000円、その他3種は900円）を補助。予算額は約4,010万円

愛媛 6年度産の酒米（産地を問わない。好適米、加工用米など）の
購入費のうち、10％を補助。予算額は約2,362万円

高知
7年度産の県産酒米について、6年度価格からの上昇分の一部
を補助。好適米は1俵当たり4,000円、加工用米は2,000円を上限。
ただし、ともに1,000円まで蔵元負担。予算額は約3,810万円

福岡
清酒・焼酎蔵元に、7年度産の県産酒米（加工用米、好適米
など）購入について、48円／kg（主食用米価格との差額96円
／㎏の半額、1俵2,880円）前後を補助。予算額は約9,328万円

佐賀
6年度産の県産酒米（好適米、加工用米など）について、近年
平均価格と比較した上昇分の2分の1（72円／㎏、1俵4,320円）
を補助。予算額は約3,000万円

■7年6月補正予算案で審議中の助成事業

長野
7年度産の県産奨励品種（美山錦、山恵錦、ひとごこち、金紋
錦）4種について、6年度価格からの上昇分の半額以内を補
助。予算額約9,438万円

石川 6年度産の県産酒米（好適米のみ）について、5年度価格から
の上昇分の半額を補助。予算額約5,600万円

福井 7年度産の酒米（好適米、加工用米）について、6年度価格から
の上昇分の一部（半額以内）を補助。予算額約１億5,086万円
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調
の
要
因
を
分
析
す
る
こ
と

か
ら
始
め
、
そ
の
後
、
需
要

活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
販
促
策
が
効
果
的
か
を
考

え
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

ス
キ
ー
と
の
接
点
と
し
て
、

堅
調
に
推
移
し
そ
う
」
の
見

方
。
瓶
と
比
べ
て
、
低
単
価

は
大
き
な
利
点
だ
。

　■
ビ
ー
ル
類

　４
月

１
日
の
値
上
げ
が
市
場

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
。
６
月
は
、

仮
需
分
の
消
化
が
５
月

で
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、

値
上
げ
後
の
「
実
勢
」

が
み
え
て
く
る
と
い
わ

れ
た
が
、
最
終
的
に
は

大
方
の
見
込
み
を
下
回

る
前
年
比
５
％
前
後
の
マ
イ

ナ
ス
と
み
ら
れ
る
。
昨
年
の

６
月
は
最
近
10
年
間
の
６
月

の
出
荷
と
し
て
は
最
も
低
い

実
績
。「
そ
れ
を
下
回
る
と

い
う
こ
と
は
、か
な
り
悪
い
」

節
約
意
識
の
高
ま
り
の
影
響

の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
要
因

が
定
量
的
に

ど
の
程
度
影

響
し
て
い
る

か
の
分
析
は

こ
れ
か
ら

だ
。　下

期
は
、

ま
ず
は
実
態

の
把
握
と
低

（
メ
ー
カ
ー
筋
）。
１
～
６
月

累
計
の
出
荷
は
４
％
弱
の
減

少
と
み
ら
れ
る
。

　低
調
要
因
に
は
①
値
上
げ

に
よ
る
買
い
控
え
や
他
酒
類

へ
の
消
費
流
出
②
消
費
者
の

　米
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
必
需
品
の
物
価
上
昇
で
消
費
者
の
節
約
志
向
は
強
ま
る
ば

か
り
。
諸
コ
ス
ト
上
昇
で
ビ
ー
ル
４
社
は
４
月
に
値
上
げ
し
、
清
酒
と
一
部
ウ
イ
ス
キ

ー
は
秋
の
値
上
げ
を
発
表
。
主
要
酒
類
の
上
期
を
総
括
、
下
期
の
焦
点
を
解
説
す
る
。

　■
本
格
焼
酎

　上
期
は
前

年
比
３
～
４
％
減
だ
っ
た
。

果
実
様
の
「
香
り
系
」
商
品

は
、
新
商
品
や
品
目
拡
充
が

み
ら
れ
た
が
全
体
を
押
し
上

げ
る
に
は
至
ら
ず
。「
既
存

品
と
の
入
れ
替
え
に
し
か
な

っ
て
い
な
い
」（
発
売
社
）

　下
期
は
、
三
和
酒
類
が
６

月
17
日
発
売
し
た
ア
ル
分
43

度
の
〈
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
彩

天
〉
が
ま
ず
注
目
。
カ
ク
テ

ル
を
扱
う
バ
ー
業
態
に
ど
こ

ま
で
広
が
る
か
。
有
力
社
が

投
入
す
る
「
缶
入
り
」
商
品

も
注
目
さ
れ
る
。
秋
の
値
上

げ
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
。

強い節約志向、消費喚起いかに

　■
ワ
イ
ン

　７
月
か
ら
ボ

ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
受

注
が
順
次
始
ま
る
。
最
大
手

サ
ン
ト
リ
ー
の
数
量
計
画
は

前
年
並
み
。
ス
ー
パ
ー
や
Ｃ

Ｖ
Ｓ
の
「
意
欲
」
が
注
目
。

　輸
入
業
者
の
最
大
の
懸
念

は
、
10
月
１
日
以
降
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
に
対
す
る

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
マ
ー
ク
」
貼

付
の
義
務
化
。
小
規
模
な
銘

柄
は
「
コ
ス
ト
負
担
が
大
き

く
認
証
を
取
得
で
き
な
い

（
し
な
い
）」と
の
声
が
あ
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
提
案
書
か
ら
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
」
表
示

を
削
除
す
る
社
も
少
な
く
な

さ
そ
う
だ
。
小
売
の
売
場
は

や
や
混
乱
す
る
か
。

　■
清
酒

　灘
・
伏
見
・
伊

丹
の
大
手
各
社
が
、
宝
酒
造

を
除
い
て
10
月
１
日
か
ら
の

値
上
げ
を
発
表
し
た
（
６
月

末
時
点
）。
関
係
記
事
４
面

　値
上
げ
後
の
「
低
濃
度
２

ℓ
パ
ッ
ク
」
の
量
販
店
の
売

価
が「
４
ケ
タ
」（
１
千
円
台
）

に
乗
る
売
場
が
ど
れ
ほ
ど
出

る
か
。複
数
社
の
幹
部
は「
４

ケ
タ
売
価
は
、
い
つ
か
は
こ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
。

そ
の
覚
悟
を
持
っ
て
値
上
げ

し
た
」
と
す
る
。
量
販
店
の

バ
イ
ヤ
ー
が
「
売
れ
な
く
な

る
と
考
え
、
４
ケ
タ
に
乗
る

こ
と
を
た
め
ら
う
」
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
３
ケ
タ
売

価
を
維
持
す
る
た
め
に
条
件

を
出
し
て
い
た
の
で
は
「
な

ん
の
た
め
の
値
上
げ
か
意
味

が
な
く
な
る
」。

　地
方
酒
は
、
ま
も
な
く
決

着
す
る
酒
米
価
格
と
、
数
量

確
保
が
最
大
の
悩
み
（
３
面

参
照
）。
値
上
げ
は
８
月
、

さ
ら
に
10
月
、
11
月
に
も
複

数
社
か
ら
あ
り
そ
う
。

　実
需
は
「
酒
ハ
イ
」
が
着

実
に
拡
大
し
た
。
賛
同
企
業

全
体
で
導
入
料
飲
店
数
は
７

千
に
迫
っ
て
い
る
。
月
桂
冠

の
ア
ル
分
５
度
〈
ア
ル
ゴ
〉

は
発
売
１
カ
年
の
目
標
５
億

円
の
達
成
が
確
実
だ
。
こ
れ

ら
新
規
需
要
の
「
芽
」
を
さ

ら
に
広
げ
ら
れ
る
か
。

　■
ウ
イ
ス
キ
ー

　上
期
は

数
量
で
前
年
比
３
％
減
程
度

で
、
金
額
は
値
上
げ
が
寄
与

し
て
約
１
％
増
。
国
産
は
数

量
で
２
～
３
％
減
。
昨
年
ま

で
は
大
型
銘
柄
の
値
上
げ
が

あ
っ
て
も
堅
調
だ
っ
た
が
、

今
年
は
「
米
を
は
じ
め
生
活

必
需
品
へ
の
支
出
が
優
先
さ

れ
た
た
め
か
、
さ
す
が
に
需

要
は
減
退
」「
他
酒
類
か
ら

の
流
入
が
弱
ま
っ
た
」（
メ

ー
カ
ー
筋
）
の
声
が
あ
る
。

　輸
入
の
数
量
は
５
～
６
％

減
。
数
年
来
の
相
次
ぐ
値
上

げ
や
、
国
産
よ
り
高
単
価
の

銘
柄
が
多
く
、
国
産
よ
り
落

120

実
需
低
調
い
つ
脱
す
る
か

有
力
社
か
ら

「
缶
」が
登
場

「
有
機
」表
示

巡
り
混
乱
も

２
ℓ
売
価「
４
ケ
タ
」に
？

11
月
値
上
げ
追
随
あ
る
か

値上げ後の動きは低調

下期の焦点は――10・11月にも値上げ


